
観地 υ巧E

一　

日
本
水
道
新
聞
の

『中
小
白
治
体
の
持
続
と
上
下
水
道
』
で
お
な
じ
み
の

一

一
真
柄
秀
明

。
前
東
京
商
エ
リ
サ
ー
チ
社
長
が
今
夏
、
父
祖
の
地
で
あ
る
ロ
シ

一

一
ア
の
樺
太
（サ
ハ
リ
ン
）
を
旅
し
た
。
樺
太
は
石
油
や
天
然
ガ
ス
な
ど
の
豊
富

一

一
な
地
下
資
源
に
恵
ま
れ
、
日
本
と
の
経
済
交
流
の
活
発
化
が
展
望
さ
れ
て
い

一

一
る
。
そ
う
し
た
事
情
も
踏
ま
え
つ
つ
、
現
地
で
垣
間
見
た
上
下
水
道
の
状
況

一

一
や
、
風
土
、
人
情
、
さ
ら
に
は
将
来
に
わ
た
る
善
隣
交
流
の
可
能
性
な
ど
を

一

一
寄
せ
て
い
た
だ

い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

「
問
官
海
峡
埋
立
て
で
日
本
海
は
大

変
貌
」
。
東
京
神
田
す
ず
ら
ん
通
り
で

偶
然
に
見

つ
け
た
日
本
週
報
（昭
和
２７

年
６
月
１５
日
発
行
）
の
衝
撃
的
な
表
紙

で
あ
る
。
迷
わ
ず
１
０
０
円
で
購
入
し

た
。当
時
、
海
流
の
異
変
で
魚
類
の
分
類

が
変
化
し
た
よ
う
だ
。
そ
の
原
因
が
、

「
間
宮
海
峡
に
フ
タ
を
し
て
、
寒
流
の

南
下
を
せ
き
止
め
た
か
ら
で
は
な

い

か
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
加
え
て
同
年

５
月
１７
日
、
「
ソ
連
は
樺
太
島
と
シ
ベ

リ
ア
本
土
と
の
間
に
、
１０
マ
イ
ル
の
堤

防
を
設
け
て
同
島
と
本
土
を
直
結
さ
せ

た
。
い
ま
や
こ
の
堤
防
に
よ
っ
て
北
か

ら
流
れ
る
寒
流
は
わ
き
に
外
れ
、
ウ
ラ

ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
港
は
完
全
な
不
凍
港
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
結
果
ソ
連
潜
水

艦
は
、
将
来
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
港
を

基
地
と
し
て
作
戦
出
来
る
よ
う
に
な
り
、

日
本
海
に
お
け
る
☆
☆
海
軍
勢
力
の
均

衡
に
愛
化
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
」
と

い

う

ア
メ
リ
カ
海
軍
の
外
電
が
報
告
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
『わ
が
國
に

一
大
セ
ン

セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
を
巻
き
起
こ
し
た
』
と

な

っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
結
果
は
そ
の

よ
う
な
こ
と
は
な
か

っ
た
ｃ
冷
戦
当
時

の
情
報
能
力

（監
視
衛
星
等

の
な

い
時

代
）
の
限
界
が
見

て
取
れ
る
と
同
時
に
、

敗
戦
で
ソ
連
領
と
な

っ
た
た
め
極
端
に

正
確
な
情
報
が
少
な
く
な
り
、
確
認
す

べ
き
術
も
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
察

さ
れ
る
特
集
で
あ
る
．

間
宮
海
峡

の
幅
が
７

・
３
キ
ロ
に
す
ぎ

な

い
こ
と
か
ら
、
当
時
で
は
信
じ
た
人

も
多
か

っ
た
に
違

い
な

い
。

樺
太
は
、
古
代
に
は
ア
イ
ヌ
民
族
や

北
方
少
数
民
族
の
居
住
地
で
あ

っ
た
が
、

‐３
世
紀
以
降
は
日
本
、
中
国
（元
、
明
、

清
）
、

ロ
シ
ア
が
複
雑
に
絡
み
合

っ
て

領
有
権
を
主
張
し
あ

っ
た
。
近
代
に
な
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っ
て
１
８
７
５
年
の
樺
太
千
島
交
換
条

約
に
よ

っ
て
全
島

ロ
シ
ア
領
と
な

っ
た

が
、
日
露
戦
争
後
締
結
さ
れ
た
ポ
ー
ツ

マ
ス
条
約
に
よ
り
１
９
０
５
年
９
月
５

日
北
緯
５０
度
で
南
北
に
分
断
さ
れ
、
以

降
、
南

樺

太

は
１
９
４
５
年
９
月

（Ｇ

Ｈ
Ｑ
に
よ
る
行
政
権
停
止
指
令
は
１
９

４
６
年
１
月
）
の
第

二
次
大
戦

の
敗
戦

直
後
ま
で
、
４０
年
に
わ
た

っ
て
日
本
領

で
あ

つ
た
。
そ
れ
ほ
ど
遠
く
は
な

い
昔

で
あ
る
。

毎
年
２
月
、
都
内
で
、
稚
内
市
よ
り

工
藤
広
市
長
は
じ
め
地
元
有
力
者
が
上

京
、
在
京

の
稚
内
出
身
者
と

「東
京
稚

内
会
総
会
」
が
開
催
さ
れ
る
。
会
長
で

あ
る
ア
ル
パ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
会
長
小

坂
輝
雄
さ
ん
か
ら
お
誘

い
を
受
け
、
こ

こ
数
年
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る

が
、
本
年
２
月

の
総
会
で
、
工
藤
市
長

よ
リ
ビ
ザ
な
し
で
樺
太
に
渡
る
方
法
が

あ
る
こ
と
を
お
聞
き
し
た
。

夏
季

（６
～
９
月
）
限
定
で
稚
内
か
ら

フ
ェ
リ
ー
で
の
渡
樺
に
限
り
、
７２
時
間

ビ
ザ
な
し
渡
航
が
可
能
と
の
こ
と
で
あ

′の
。子

供
の
頃
か
ら
樺
太

へ
の
関
心
は
あ

つ
た
。
父
か
ら
蟹
や
鰊
が
沢
山
と
れ
る

と
い
う
話
を
聞
い
て
い
た
。
私
の
父
は

１
９
２
３
年
（大
正
１２
年
）
、
樺
太
の
大

泊
（
コ
ル
サ
コ
フ
）
生
ま
れ
で
あ
る
。
ま

一一

た
、
炭
鉱
測
量
士
で
あ

っ
た
祖
父
は
昭

和
１２
年
に
樺
太

の
真
岡
（ホ
ル
ム
ス
ク
）

で
没
し
て
い
る
。
父
を
生
前
に
里
帰
り

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
こ
と
を

悔

い
、
せ
め
て
も
の
親
孝
行
、
祖
父
孝

行
の
つ
も
り
で
、
兄
夫
婦
と
渡
樺
を
決

意
し
た
。
同
時
に
、
知
人
や
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
契
約
先
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ア
ド
バ
イ

ザ
リ
ー
青
木
巌
社
長
に
お
声
掛
け
を
し

た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
青
本
社
長

の
お
父

様
も
樺
太
に
縁
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、

社
員
旅
行
も
加
え
総
勢
１７
名
で
宗
谷
海

峡
を
渡
る
こ
と
に
な

っ
た
。

私
の
現
居
住
地
茨
城
県
取
手
市

の
隣
、

つ
く
ば
み
ら

い
市

（旧
伊
奈
町
）
に
は
間

宮
林
蔵

の
生
家
と
資
料
館
が
あ
る
。
間

宮
林
蔵
と
言
え
ば
、
幾
多

の
困
難
に
遭

遇
し
な
が
ら
も
ア
イ
ヌ
の
協
力
を
得
て
、

間
官
海
峡
を
発
見
。
こ
の
冒
険
に
よ
り

樺
太
が
大
陸
と
陸
続
き
で
は
な

い
こ
と

が
証
明
さ
れ
、
当
時

（江
戸
時
代
）
の
目

本

の
領
土
主
張

の
強

い
根
拠
と
な

っ
た

と

い
う
大
変
な
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
歴

史
上
の
人
物
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
縁

も
樺
太
を
日
常
的
に
意
識
し
て
い
る
理

由
で
あ
る
。

南
樺
太
は
日
本
統
治
時
代
に
本
格
的

に
開
発
さ
れ
、
終
戦
間
際
に
は
約
４０
万

の
人
口
が
あ

っ
た
ｃ
そ
れ
だ
け
の
人
口

を
支
え
る
に
は
、
上
下
水
道
を
は
じ
め

と
す
る
イ
ン
フ
ラ
の
充
実
が
極
め
て
重

要
な
課
題
で
あ

っ
た
に
相
違
な
い
。

せ

っ
か
く
の
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
、
時

間
的
な
面
を
含
め
て
制
限
の
多
い
中
で

の
旅
な
が
ら
、
出
来
る
限
り
統
治
時
代

の
名
残
と
現
在
を
お
伝
え
し
た
い
。

「
カ
ラ
フ
ト
」
は
ア
イ
ヌ
語

「神
が

河
口
に
作

っ
た
島
（カ
ム
イ

・
カ
ラ

・

プ
ト

・
ヤ

。
モ
シ
リ
と

が
語
源
と

い

う
説
が
有
力
ら
し
い
。
ア
ム
ー
ル
川
河

日
の
対
岸
な
の
で
そ
う
呼
ん
だ
の
だ
ろ

う
。　
一
方
サ
ハ
リ
ン
は
満
州
語
語
源
で
、

や
は
り
黒
竜
江
か
ら
み
て

「対
岸

の

島
」
と
い
う
意
味
だ
そ
う
だ
。
「樺
太
」

と
は
ア
イ
ヌ
語
語
源
の
カ
ラ
フ
ト
（カ

ラ
プ
ト
）
に
充
て
た
漢
字
で
あ
る
。

年
配
者
の
中
に
は

「
か
ば
ふ
と
」
と

発
音
す
る
人
も
い
る
。
な
る
ほ
ど
漢
字

を
忠
実
に
読
む
と

「
か
ば
ふ
と
」
だ
が
、

語
源
か
ら
い
え
は

「
カ
ラ
フ
ト
」
だ
。

「
カ
ラ
フ
ト
」
「
サ

ハ
リ
ン
」
土
ハ
に

通
用
す
る
名
称
だ
が
、
本
レ
ポ
ー
ト
で

は
混
乱
を
避
け
る
た
め
日
本
語
名

「樺

太
」
で
統

一
す
る
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、

都
市
名
も
日
本
領
時
代
の
名
称
で
統

一

す
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ

「大
泊
＝
コ
ル

サ
コ
フ
」
〓
豆
原
＝
ユ
ジ
ノ
サ

ハ
リ
ン

歌霰濾霊
機
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ス
ク
」
冒

（岡

＝
ホ

ル
ム
ス
ク
」
と
読

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

８
月
１８
日
早
朝
７
時
、
稚
内
港
国
際

埠
頭
に
集
合
。
今
回
の
ビ
ザ
な
し
渡
航

の
我

々
日
本
人
に
限

つ
て
だ
が
、
出
国

手
続
き
は
極
め
て
簡
単
で
全
く
ス
ト
レ

ス
は
な

い
。

ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
フ
エ
リ
ー

株
式
会
社

の
３
０
０
０
ト
ン
級

フ
ェ
リ
ー

「
ア
イ
ン
ス
宗
谷
」
に
乗
り
こ
み
、
稚

内
市
観
光
課
の
渡
辺
課
長
さ
ん
、
東
京

稚
内
会
小
坂
会
長
他
の
皆
さ
ん
の
見
送

り
を
受
け
て
９
時
、
カ
ラ
ー
テ
ー
プ
が

舞
い
漂
う
中
、
北

へ
。
青
函
連
絡
船
で

の
航
海
が
青
春
で
あ

っ
た
私
に
は
し
ば

ら
く
忘
れ
て
い
た
懐
か
し
さ
が
蘇
る
光

景
で
あ
る
。
乗
客
は
約
８０
名
、
内
ロ
シ

ア
人
は
３０
名
程
度
か
。
乗
客
の
中
に
６

名
（女
性
４
名
、
男
性
２
名
）
の
ロ
シ
ア

人
グ
ル
ー
プ
を
見

つ
け
た
。
彼
ら
は
、

稚
内
空
港
の
到
着
口
で
民
族
衣
装
を
ま

と
い
ロ
シ
ア
民
謡
を
歌
い
な
が
ら
、
観

一

光
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
を
到

着
客
に
配
布
し
て
い
る

観
光

ス
タ
ッ
フ
で
、
丁

度
樺
太

へ
の
帰
路
と
同

乗
と
な

っ
た
よ
う
だ
。

船
内
に
落
ち
着
く
と
、

な
ん
と
嬉
し
い
こ
と
か

自

販
機

の
缶

ビ

ー

ル

（サ

ッ
ポ

ロ
生
ビ
ー
ル

里
¨
ラ

ベ

ル
　
３
５
０

ｍ‐
）
が
、
１
０
０
円

―

出
航
間
も
な
く
車
座

で
の
酒
宴
が
始
ま
る
。

稚
内
港
よ
り
大
泊
港

ま
で
は
意
外
に
時
間
が

か
か
る
。
実
は
北
方
領

土
を
除

い
て
考
え
る
と
、

日
本
か
ら
最
も
近
い
外

国
は
、
韓
国
（対
馬
０
釜
山
４９

。
５
キ
ロ
）

で
も
台
湾
（与
那
国
島
０
花
蓮
市
１
１

１
キ
ロ
）
で
も
な
く
、
ロ
シ
ア
（樺
太
）
で

あ

っ
て
、
宗
谷
岬
か
ら
樺
太
最
南
端
の

西
能
登
呂
岬
ま
で
は
４２
キロ
に
す
ぎ
な
い
。

豊
原
に
あ
る

「稚
内
市
サ
ハ
リ
ン
事
務

所
」
が
発
信
し
て
い
る
よ
う
に
、
稚
内

市
か
ら
最
も
近
い
市
は
、
留
萌
、
名
寄
、

紋
別
等
の
北
海
道
の
近
隣
市
で
は
な
く
、

樺
太
の
大
泊
、
す
ぐ
そ
こ
に
ヨ
ー
ロ
ツ

パ
（Ｉ
）
が
あ
る
の
だ
。
た
だ
し
、
大
泊

は
亜
庭
（
ア
ニ
ワ
）
湾
の
最
奥
部
に
あ
る

た
め
、
航
海
距
離
は
１
５
８
キ
ロ
で
あ
り
、

５
時
間
半
の
船
旅
と
な
る
。

宗
谷
海
峡
を
横
切

っ
て
真

っ
直
ぐ
に

北
上
す
る
の
で
あ
る
が
、
時
差
は
樺
太

の
方
が
２
時
間
進
ん
で
い
る
の
で
、
９

時
の
出
航
で
あ

っ
て
も
大
泊
到
着
は
夕

方
１６
時
半
と
な
る
。

船
内
の
酒
宴
に
疲
れ
て

一
眠
り
し
た

こ
ろ
、
大
泊
が
見
え
て
き
た
。
樺
太
の

海
岸
線
に
は
高
い
山
は
少
な
い
。
大
泊

も
海
岸
か
ら
す
ぐ
海
岸
段
丘
の
よ
う
な

高
台
に
な

つ
て
い
る
が
そ
れ
以
上
の
山

は
な
い
。
高
台
に
は
集
合
住
宅
が
並
ん

で
い
る
が
、
船
上
か
ら
見
る
限
り
ぜ
ん

た
い
と
し
て
高
い
建
物
は
少
な
い
。

港
に
は
８
本
ほ
ど
の
荷
揚
げ
ク
レ
ー

ン
が
設
置
さ
れ
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
等
が
山

積
み
と
な

っ
て
い
る
貨
物
桟
橋
と
、
フ

ェ
リ
ー
用
の
殺
風
景
な
桟
橋
が

一
本
。

日
本
の
国
際
港
で
あ
れ
ば
ど
こ
に
で
も

あ
る
よ
う
な
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
等
の
施

設
が
見
当
た
ら
な
い
。
い
き
な
り
、
初

め
て
の
外
国
を
訪
れ
る
際
味
わ
う
不
安

感
と
興
味
が
湧
く
。

下
船
す
る
と
、
バ
ス
が
待

っ
て
い
た
。

入
国
管
理
所
ま
で
の
送
迎
バ
ス
で
あ
る

が
、
約
８０
名
の
乗
客
に
対
し
バ
ス
の
定

員
は
２０
名
程
度
、
し
か
も
１
台
。
こ
の

写真-1 観光を PRす る国シア人スタッフ (稚内空港 )

写真-2 大泊 (コ ルサコフ)港の荷揚げクレーン
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バ
ス
で
何
往
復
か
す
る
た
め
、
下
船
が

遅
く
な
る
と
結
構
待
た
さ
れ
る
。
何
往

復
か
目
の
バ
ス
に
乗
り
込
み
出
発
し
て

み
る
と
、
人
管
事
務
所
ま
で
は
ほ
ん
の

数
分
、
歩
い
て
も
そ
れ
ほ
ど
の
こ
と
は

な
い
感
じ
だ
が
…
…
．
バ
ス
の
ガ
ラ
ス

に
は
大
き
な
ひ
び
が
入

っ
て
い
た
。
わ

ず
か
な
距
離
で
目
に
し
た
建
物
の
窓
は

結
構
ガ
ラ
ス
が
割
れ
て
い
る
。

ツ
ア
ー
案
内
留
意
事
項
に
写
真
撮
影

禁
止
箇
所
と
し
て
、

１１，
軍
事
施
設
及
び
兵
器

②
全
て
の
軍
事
目
的
物
、
施
設
及
び

燃
料
貯
蔵
所

③
空
港
、
港
湾
施
設
、
税
関
検
査
施

設
、
水
力
発
電
施
設
、
鉄
道
分
岐

点
、
ト
ン
ネ
ル
、
鉄
橋
、
陸
橋

●
工
業
施
設
、
化
学
研
究
機
関
、
放

送
塔
、
放
送
局
、
電
話
電
信
局

一Ｄ
工
業
都
市
の
遠
景
等
、
ま
た
、
撮

影
に
許
可
を
要
す
る
主
な
場
所
と

し
て
、
農
場
、
機
械

・
ト
ラ
ク
タ

・
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
駅
、

空
港
、
河
＝
港
、
官
庁
建
物
、
教

育
機
関
等

と
あ
る
。

わ
ず
か
な
距
離
で
も
港
湾
を
入
国
前

に
自
由
に
歩
く
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

や
は
リ
ロ
シ
ア
な
の
だ
。

）

実
際
は
そ
れ
ほ
ど
厳
し
く
な

い
と
も

聞

い
て
い
た
が
、
や
は
り
、
レ
ン
ズ
を

向
け
る
こ
と
に

「
た
め
ら

い
」
が
生
じ

Ｚ一
。到
着
し
た
入
管
事
務
所
も
何
処
か
の

倉
庫
に
入

っ
て
い
く
か
と
錯
覚
を
す
る

よ
う
な
入
り
口
で
、
フ
ロ
ア
も
狭
い
。

な
る
ほ
ど
８０
名
が
荷
物
と

一
緒
に
押
し

寄
せ
て
は
収
拾
が
つ
か
な
い
。
小
さ
な

バ
ス
で
の
時
間
差
送
迎
が
合
理
的
で
あ

る
こ
と
を
納
得
し
た
。

入
管
手
続
き
は
観
光
会
社
の
ツ
ア
ー

の
日
本
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
予
想
し

て
い
た
よ
り
も
ス
ム
ー
ズ
で
、
少
し
は

緊
張
し
て
い
た
だ
け
に
拍
子
抜
け
と
も

言
え
る
が
、
有
難
い
。

入
管
続
き
を
済
ま
せ
る
と
、
稚
内
市

サ
ハ
リ
ン
事
務
所
の
渡
辺
所
長
が
我
々

を
出
迎
え
て
く
れ
た
。
わ
ざ
わ
ざ
豊
原

か
ら
出
迎
え
に
大
泊
ま
で
出
向
い
て
く

れ
た
の
だ
。

手
続
き
完
了
後
は
大
泊
の
市
内
観
光

は
な
く
、
す
ぐ
に
バ
ス
に
乗
り
込
み
豊

原
へ
向
か
う
。
父
の
出
生
地
大
泊
は
残

念
な
が
ら
行
・き
も
帰
り
も
、
た
だ
土
を

踏
む
に
留
ま

っ
た
。
ビ
ザ
な
し
と
は
言

っ
て
も
、
実
際
は
旅
行
社
が
訪
問
先
等

に
つ
い
て
事
前
に
許
可
を
得
て
い
る
わ

）

け
で
、
原
則
、
許
可
を
得
た
場
所
以
外

の
都
市
を
自
由
に
観
光
す
る
こ
と
は
で

き
な

い
。
大
泊
を
見
物
す
る
に
は
そ
の

よ
う
な
ツ
ア
ー
を
組
ん
で
も
ら
う
こ
と

が
必
要
と
な
る
。

そ
う

い
え
ば
フ
エ
リ
ー
の
船
中
で
、

バ
イ
ク
で
樺
太
を

ツ
ア
ー
す
る
皆
さ
ん

が
到
着
の
何
時
間
も
前
か
ら
、
係
官
と

話
し
合

っ
て
い
る
光
景
を
見
た
。
お
そ

ら
く
訪
問
地
の
特
定
等
色

々
と
複
雑
な

手
続
、
書
類
が
必
要
な
の
で
あ
ろ
う
。

バ
ス
が
出
発
す
る
ま
で
の
間
、
稚
内

空
港
到
着

ロ
ビ
ー
で
会

っ
た
民
族
衣
装

の
若

い
娘
が
、
迎
え
に
き
た
恋
人
で
あ

ろ
う
イ
ケ
メ
ン
と
腕
を
絡
め
て
笑
顔
で

話
し
て
い
る
。
美
し

い
笑
顔
だ
―

実
は
樺
太

で
は
（
モ
ス
ク
ワ
で
も
同

じ
経
験
を
し
た
の
で
、

ロ
シ
ア
で
は
と

言

っ
た
方
が
良

い
か
）
入
管
事
務
所

の

係
官

（若

い
女
性
も
多

い
）
を
は
じ
め
、

ホ
テ
ル
の
フ
ロ
ン
ト
、
レ
ス
ト
ラ
ン
ス

タ

ッ
フ
、
ス
ー
パ
ー
店
員
等

々
、
客
商

売
で
あ

っ
て
も
ほ
と
ん
ど
笑
顔
を
見
せ

な

い
。
家
族
や
先
ほ
ど
の
よ
う
に
恋
人

の
前
で
は
当
然
笑
う

の
で
あ
ろ
う
が
、

せ

っ
か
く
の
美
人
や
美
男
子
が
も

っ
た

い
な

い
こ
と
に
笑
わ
な
い
。
ど
う
し
て

か
と
不
思
議
に
思

っ
て
い
た
ら
、
同
行

者
が

「
実
は
ロ
シ
ア
で
は

ニ
コ
ニ
コ
近

づ

い
て
く
る
人
間
は
、
娼
婦
か
詐
欺
師

な
の
で
す
よ
」
と
教
え
て
く
れ
た
。
本

当
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な

い
が
、
確
か

に
プ
ー
チ
ン
さ
ん
に
関
し
て
は
あ
ま
り

笑

っ
た
映
像
を
見
な

い
。
さ
す
れ
ば
、

私
は
毎
日
、
朝
か
ら
調
子
よ
く

「私
は

詐
欺
師
で
す
―
」
と

い
う
顔
を
振
り
ま

い
て
生
き
て
き
た
こ
と
に
な
る
。

大
泊
か
ら
豊
原
ま
で
の
道

の
り
は
大

韓
民
国
製

の
大
型
観
光
バ
ス
で

一
時
間

強
か
か
る
。
車
両
は
右
側
通
行
で
、
デ

イ
ラ
イ
ト
は
法
定
、
大
泊
は
人
口
３
万

人
程
度

の
市
な
の
で
出
発
後
す
ぐ
に
郊

外

の
景
色
と
な
る
。
日
に
つ
い
た
の
が

ロ
シ
ア
正
教

の

「
聖

ニ
コ
ラ
イ
教
会
」
。

茶
の
ロ
グ

ハ
ウ
ス
的
外
壁
に
緑
の
種
と

金
色

の

「
ね
ぎ
坊
主
」
に
八
端
十
字
架
。

ソ
連
時
代
は
長
く
宗
教
が
弾
圧
さ
れ
協

会
も
破
壊
さ
れ
た
。
復
活
が
認
め
ら
れ

た
の
は
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
以
降
１
９
９

２
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
車
窓
に
見
る

教
会
は
綺
麗
で
新
し
い
。

道
中
の
道
路
事
情
は
、
豊
原
０
真
岡

も
同
様
で
あ
る
が
、
幹
線
以
外

の
舗
装
、

幹
線
路
肩
の
整
備
が
進
ん
で
お
ら
ず
、

さ
ら
に
舗
装
部
分
も
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が

十
分
で
は
な

い
こ
と
か
ら
土
埃
が
激
し
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い
。
散
水
車
に
よ
る
水
撤
き
の
風
景
を

何
度
か
見
か
け
た
が
、
正
直
、
た
だ
乾

い
た
土
に
水
を
か
け
て
泥
に
し
て
い
る

よ
う
な
印
象
だ
。

稚
内
を
出
発
し
て
か
ら
約
８
時
間
、

時
計
的

に
は
１０
時
間

で
宿
舎

で
あ

る

「
ホ
テ
ル
ガ
ガ
ー
リ
ン
」
に
到
着
し
た
。

カ
ム
サ
モ
ー
リ
ス
カ
ヤ
通
り
に
面
し
、

良
く
注
意
を
し
て
い
な

い
と
見
落
と
し

そ
う
な
小
路
を
曲
が
る
と

エ
ン
ト
ラ
ン

ス
が
あ
る
（実
際
に
我

々
が
乗

っ
て

い

る
バ
ス
は
何
度
か
、
小
路
の
人
り
口
を

通
り
過
ぎ
そ
う

に
な

つ
た
）
．
立
地
は
、

日
本
領
時
代

「旭

ヶ
丘
」
と
よ
ば
れ
た

「
山
の
空
気
展
望
台
」
の
あ
る
標
高
約

８
０
０
屑
の
山
の
麓
、
豊
原
市
街
が
広

が
る
扇
状
地
の
扇
頂
に
あ
り
、
背
後
に

市
民
の
憩

い
の
場
で
あ
る
広
大
な

「
ガ

ガ
ー
リ
ン
公
同
」
が
広
が
る
ｃ
豊
原
で

も
高
級
住
宅
地
に
分
類
さ
れ
る
地
域
だ

そ
う
だ
。

フ
ロ
ン
ト
の
受
付
嬢

に
笑
顔
は
な

い
が
、
や

は
り
美
し

い
。
無
表
情

だ
が
お
願

い
す
る
と
嫌

な
顔
を
せ
ず

ｍ
い表
情

な
の
で
よ
く
わ
か
ら
な

い
が
）
処
理
し

て
く
れ

る
。
基
本
は
優
し
く
、
優

秀
で
、
真
面
目
な
の
だ
。

当
日
夕
方
は
ホ
テ
ル

で
の
夕
食
で
あ
る
。
頭

の
中
に
は
日
本
で
イ
メ

ー

ジ

す

る

「
ボ

ル

シ

チ
」
「ピ

ロ
シ
キ
」
「
ウ

オ
ッ
カ
」
が
浮
か
ん
で

い
た
が
、
さ
て
、
出
て

き
た
も
の
は
？

詳
し
く
は
わ
か
ら
な
い
が
、
透
明
な

き
の
こ
ス
ー
プ
と
鱒
の
グ
リ
ル
。
い
ず

れ
も
旨
い
。
特
に
鱒
の
グ
リ
ル
は
パ
リ

ッ
と
し
た
皮
の
焼
き
具
合
が
抜
群
で
思

わ
ず
頷

い
た
。
「
ウ
オ
ッ
カ
」
は
ロ
シ

ア
で
飲
む
と
ど
う
し
て
グ
ビ
グ
ビ
い
け

る
の
だ
ろ
う
。
満
足
な
初
日
の
デ
ィ
ナ

ー
で
あ

っ
た
が
、
ウ
エ
イ
ト
レ
ス
の
皿

を
片
付
け
る
ス
ピ
ー
ド
に
は
驚
い
た
。

慣
れ
て
い
な
い
の
で
、
近
づ
き
そ
う
な

気
配
を
感
じ
て
、
取
ら
れ
る
（片
付
け

ら
れ
る
）
前
に
何
と
か
最
後
ま

で
食

べ

て
し
ま
お
う
と
す
る
。
片
付
け
そ
う
な

と
き
に
は

「
ま
だ
」
と
意
思
表
示
を
す

れ
ば
良

い
の
だ
が
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逸

し
て
や
ら
れ
て
し
ま
う
。
ス
リ
ル
の
あ

る
食
事

で
あ

つ
た
。
も
ち
ろ
ん
ウ

エ
イ

ト
レ
ス
は
笑
わ
な

い
。

ホ
テ
ル
ま
で
の
車
中
、
添
乗
員
か
ら

は
、
「樺
太

で
す
か
ら
、
色

々
な
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
で
き
る
こ
と
は
し
ま
す

が
、
で
き
な
い
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
れ
が
樺
太
だ
と
思

っ
て
我
慢
し
て
く

だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
て
い
た
。
わ
か
り

や
す
く
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
だ
。
ホ
テ

ル
は
ラ
ン
ク
と
し
て
は

一
流
の
部
類
な

の
で
あ
ろ
う
が
、
ま
ず
、
部
屋

の
ド
ア

は
ノ
ブ
か
ら
手
を
離
し
た
だ
け
で
は
閉

ま
ら
な

い
。
多
少
持
ち
上
げ
気
味
に
グ

イ

ッ
と
押
し
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

部
屋
の
コ
ン
セ
ン
ト
は
Ｃ
型
の
変
換

コ

ネ
ク
タ
ー
は
持

っ
て
き
て
い
る
の
だ
が

携
帯

の
充
電
が
数
分
で
止
ま
る
。
停
電

が
多
く

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
閉
じ
込
め
ら

れ
る
こ
と
が
あ
る
と
も
聞

い
た
。

水
道
水
は
飲
料
に
は
向
か
な

い
。
「水

は
出
ま
す
が
飲
ま
な

い
で
く
だ
さ

い
」

と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
ペ
ツ
ト
ボ
ト
ル

の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
を
購
入
し
て
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備
え
る
。
「
シ
ャ
ワ
ー
等
は
最
初
の
水

は
赤
茶
け
て
い
る
の
で
注
意
」
と
聞
い

て
い
た
が
、
特
に
気
に
な
る
色
や
匂
い

は
な
か

っ
た
。　
一
般
的
な
住
宅
で
は
も

っ
と
濁

っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
そ
も
そ
も
樺
太
の
水
は
良

質
で
あ
る
。

随
分
古
い
情
報
で
恐
縮
だ
が
樺
太
日

日
新
聞
１
９
１
４
年
１
月
２３
日
～
２
月

３
日
に
か
け
て
の
連
載

「樺
太
植
民
地

探
検
結
果
」
に
、
樺
太
各
地
の
水
源
地
、

河
川
流
域
の
探
検
結
果
が
出
て
い
る
。

地
形
、
面
積
、
地
質
、
土
質
、
植
物
の

種
類
や
育
成
状
態
、
土
地
の
乾
湿
、
集

落
や
交
通
便
否
、
道
路
施
設
要
否
、
水

質
、
水
害
の
有
無
、
収
容
客
見
込
戸
数

等
々
に
つ
い
て
か
な
り
克
明
な
レ
ポ
ー

ト
だ
。
水
質
に
関
す
る
記
述
は
い
ず
れ

も

「水
質
良
好
飲
料
に
適
す
」
「清
冽

飲
用
に
適
す
」
「極
め
て
良
好
」
「極
め

て
清
澄
」
、
さ
ら
に
洪
水
氾
濫
の
痕
跡

が
少
な
い
と
い
う
記
述
が
目
立
つ
。

島
の
幅
（東
西
の
距
離
）
が
短
い
た
め

大
河
と
言
え
る
よ
う
な
河
川
は
な
く
、

全
体
に
短
く
、
急
流
で
日
本
の
河
川
の

特
色
と

一
緒
と
言

っ
て
い
い
。

扇
状
地
が
多
い
の
も
日
本
と
同
じ
特

色
で
、
地
下
水
が
豊
富
で
湧
水
も
多
く

存
在
す
る
ら
し
い
。

州
都
豊
原
（
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
）

は
扇
状
地
に
構
築
さ
れ
た
町
で
あ
る
。

水
源
は
鈴
谷
湿
地
に
あ
り
、
地
下
１
５

０
肩
よ
り
地
下
水
を
汲
み
上
げ
、
ろ
過

処
理
の
上
で
各
戸
配
水
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
水
資
源
と
し
て
は
恵

ま
れ
た
状
況
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

な
ぜ
市
街
地
の
水
道
が
飲
用
に
向
か
な

い
の
か
。
そ
れ
は
、
給
水
設
備
の
老
朽

化
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
不
備
等
で
水
質

が
悪
化
し
て
い
る
た
め
だ
。
未
だ
に
日

本
領
時
代
の
イ
ン
フ
ラ
が
そ
の
ま
ま
使

用
さ
れ
て
い
る
部
分
も
多
い
の
で
は
な

し

，ヵ下
水
道
の
事
業
状
況
は
、
ろ
過
、
沈

殿
と
薬
品
処
理
の
上
希
釈
、
河
川
へ
排

水
す
る
方
式
と
聞
く
が
、
上
水
道
と
同

様
、
老
朽
化
は
著
し
く
今
後
の
極
東
開

発
の
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
降

雨
時
に
は
頻
繁
に
市
内
が
水
浸
し
に
な

る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
老
朽
化
と
同
時

に
基
本
的
排
水
能
力
も
限
界
に
達
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
。

た
ま
た
ま
、
幹
線
道
路
の
歩
道
で
の

配
管
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
エ
事
を
目
撃
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
歩
道
は
煉
瓦
に

よ
る
舗
装
で
あ
る
が
、
漏
水
な
ど
が
激

し
い
の
か
中
央
部
分
が
大
き
く
凹
ん
で

波
打
ち
、
過
去
の
修
理
で
違
う
デ
ザ
イ

ン
の
煉
瓦
を
使
用
し
た
た
め
、
つ
ぎ
は

ぎ
が
目
立
つ
。

工
事
は
屈
強
で
真
而
目
そ
う
な
若
者

が
黙
々
と
胸
ま
で
の
深
さ
に
舗
道
を
掘

り
返
し
て
い
る
が
、
結
構
な
規
模
の
工

事
で
あ
る
の
に
ユ
ン
ボ
等
建
機
は
１
台

も
な
い
。
そ
し
て
露
出
し
た
パ
イ
プ
は

多
分
上
水
道
と
思
わ
れ
る
が
幹
線
道
路

沿
い
と
し
て
は
か
な
り
細
い
。

ベ
ツ
ド
に
入
る
と
背
後
の
ガ
ガ
ー
リ

ン
公
園
で
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
ビ
ヤ
ガ

ー
デ
ン
の
バ
ン
ド
演
奏
が
賑
や
か
だ
。

短
い
夏
の
夜
を
皆
で
楽
し
ん
で
い
る
。

日
本
か
ら
持
ち
込
ん
だ
ラ
ジ
オ
を
操
作

し
て
み
た
。
Ａ
Ｍ
の
放
送
局
は
少
な
い

が
、
Ｆ
Ｍ
放
送
は
結
構
な
数
が
あ
る
Ｇ

流
れ
て
く
る
音
楽
は
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル

で
あ
る
が
、
ロ
シ
ア
語
は
ど
の
ジ
ャ
ン

ル
で
も
哀
愁
を
も

っ
て
メ
ロ
デ
ィ
ー
に

溶
け
込
む
。
疲
れ
た
体
と
心
を
癒
し
て

く
れ
る
不
思
議
な
言
語
だ
。

稚
内
出
航
か
ら
や
は
り
緊
張
は
随
所

で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
、
ベ
ッ
ド
に
横
に

な
り
背
中
が
楽
に
な

っ
た
と
同
時
に
寝

入

っ
た
。

（次
号
に
続
く
）

写真-5 鮭鱒の薫製は安くて美味 (自 由市場)

写真-6 つぎはぎの目立つ舗道

(51)水道公論 (第 51巻第2号 )


